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バイオフィリア研究所  

１趣旨  

この方針は，バイオフィリア研究所が競争的資金で獲得した研究経費の効果 的かつ効率的な活用及び円滑

な運用を図るため，平成 13 年 4 月 20 日付け「競争的資金の間接経費の執行に係る共通指針」（平成２６

年５月２９日改正）に基づき，当該経費に係る間接経費の目的，額，使途，執行方法等について，必要な事

項を定める。  

２定義  

（１）配分機関  

競争的資金の制度を運営し、競争的資金を研究機関又は研究者に配分する機関 

（２）被配分機関 

競争的資金を獲得した研究機関又は研究者の所属する研究機関 

（３）直接経費  

競争的資金により行われる研究を実施するために、研究に直接的に必要なもの に対し、競争的資金を獲得

した研究機関又は研究者が使用する経費。 

（４）間接経費  

直接経費に対して一定比率で手当され、競争的資金による研究の実施に伴う研 究機関の管理等に必要な経

費として、被配分機関が使用する経費 

３間接経費導入の趣旨  

競争的資金による研究の実施に伴う研究機関の管理等に必要な経費を，直接経費に対する一定比率で手当

することにより，競争的資金をより効果的・効率的に活用する。また，間接経費を競争的資金を獲得した研

究者の研究開発環境の改善や研究機関全体の機能の向上に活用することにより，研究の質を高める。 

間接経費は、競争的資金を獲得した研究者の研究開発環境の改善や研究機関全体の機能 の向上に活用す

るために必要となる経費に充当する。具体的な項目は別表１に規定する。  なお、間接経費の執行は、本指

針で定める間接経費の主な使途を参考として、被配分機関の 長の責任の下で適正に行うものとする。 

4 間接経費の使途  

間接経費は，競争的資金を獲得した研究者の研究開発環境の改善や研究機関全体の機能の向上に活用する

ために必要となる経費に充当する。具体的な項目は別表１に規定する。   

5 間接経費の額 

  間接経費の額は，直接経費の３０％以内に当たる額とする。 

6 間接経費運用の基本方針  

（1）配分機関にあっては，被配分機関において間接経費の執行が円滑に行われるよう努力する。また，間

接経費の運用状況について，一定期間毎に評価を行う。  

（2）被配分機関にあっては，間接経費の使用に当たり，計画的かつ適正に執行するとともに，使途の透明

性を確保する。  

7 報告   

被配分機関の長は、証拠書類を適切に保管した上で、毎年度の間接経費使用実績等を翌年 度の６月３０日

までに、別紙様式により配分機関に報告する。  

8 その他 本指針に定めるものの他、間接経費の執行・評価に当たり必要となる事項については、別途 定め

ることとする。また、本指針は、今後の執行状況を踏まえ、随時見直すこととする。 



（別表 1）  

間接経費の主な使途の例示  

当該研究遂行に関連して間接的に必要となる経費のうち，次のものなどを対象とする。ただし，所長

が研究課題の遂行に関連して間接的に必要と判断した場合，執行することは可能である。なお，直接

経費として充当すべきものは対象外とする。 

 

  

区分 内 容 

管理部門に

係る経費 

①管理施設・設備の整備、維持及び運営経費 

②管理事務の必要経費  

備品購入費、消耗品費、機器借料、雑役務費、人件費、通信運搬費、謝金、国内外旅

費、  会議費、印刷費 など 

  会議費、

印刷費 な

ど 

研究部門に

係る経費 

①共通的に使用される物品等に係る経費  

備品購入費、消耗品費、機器借料、雑役務費、通信運搬費、謝金、国内外旅費、会議

費、  印刷費、新聞・雑誌代、光熱水費  

②当該研究の応用等による研究活動の推進に係る必要経費  

研究者・研究支援者等の人件費、備品購入費、消耗品費、機器借料、雑役務費、 通信

運搬費、謝金、国内外旅費、会議費、印刷費、新聞・雑誌代、光熱水費  

③特許関連経費  

④研究棟の整備，維持及び運営経費  

⑤実験動物管理施設の整備、維持及び運営経費  

⑥研究者交流施設の整備、維持及び運営経費  

⑦設備の整備，維持及び運営経費  

⑧ネットワークの整備，維持及び運営経費  

⑨大型計算機（スパコンを含む）・大型計算機棟の整備、維持及び運営経費  

⑩図書館の整備，維持及び運営経費など  

⑪ほ場の整備、維持及び運営経費 など 

その他の関

連する事業

部門に係る

経費 

①研究成果展開事業に係る経費  

②広報事業に係る経費など 



 
 

  



２．間接経費の使用結果に関する報告 

（１）被配分機関において、間接経費をどのように使用し、その結果如何に役立ったのか記載してくださ

い。  

（「競争的資金を獲得した研究者の研究開発環境の改善」、「研究機関全体の機能の向上」の観点から記

載し てください。） 

 

（２）．間接経費の使用について、該当する項目にチェックをしてください。   

 ①間接経費の使用方針について    □被配分機関の長の責任の下で間接経費の使用に関する方針を作成

している。    □被配分機関の長の責任の下で間接経費の使用に関する方針を作成していない。  

  →方針を作成していない場合は、間接経費の使用について、被配分機関の長の責任の下、どのように間

接経 費を運用しているか、具体的に記載してください。 

 

②間接経費の使用について（複数選択可）  

  □間接経費の一部（又は全て）は、被配分機関の長の判断に基づき使用している（研究者の要望を受け

て機関 の長が判断している場合を含む）。   □間接経費の一部は部局（研究科・専攻等）に配分してお

り、部局が独自の判断で使用できるようにしている。  

  □間接経費の一部を研究者に配分しており、研究者が独自の判断で使用できるようにしている。「間接

経費の一部を研究者に配分しており、研究者が独自の判断で使用できるようにしている。」場合、直接経

費で充 当すべき支出に充当しないよう、どのように確認をしているのか、具体的に記載してください。  

 

③間接経費の趣旨及び使途に係る説明について（複数選択可）   □間接経費の趣旨及び使途（使用計画

等）について、競争的資金の配分を受けた研究者に説明をしている。   □間接経費の趣旨及び使途（使

用計画等）について、競争的資金の配分を受けた研究者に説明していない。  

  →間接経費の趣旨及び使途（使用計画等）について、競争的資金の配分を受けた研究者に説明している

場合 は、どのような手段により、研究者に説明をしているか、具体的に記載してください。  

    また、説明をしていない場合は、どのようにして間接経費の趣旨及び使途（使用計画等）について、

周知をし ているか、具体的に記載してください。 

 


